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取扱い上のご注意
各部の名称
機械のセット
脚・テンションバー
本体・コントローラー
スリッター
作業準備
クロス原反のセット
カットテープのセット
糊の供給・糊厚の調整
ツメ位置の調整・裁断幅の調整
糊付作業手順
クロスの通し方
NEWテンションシステム・壁紙裏面検尺機構
糊付け作業・ウェイトローラー
コントローラーの操作方法
操作スイッチ
操作パネル
操作画面
通常モード
プログラムモード
外部キーによる糊付設定・コントローラ本体のみの糊付
詳細画面
時計画面
履歴画面
初期設定画面・糊タンク重量センサー設定
時計画面表示時間・端末検知機能
補正機能・残量設定・電卓機能
エラー表示画面
アクアコーターデータ保存方法
本体部の掃除・手入れ
機械の調整・点検
スリッター刃物の交換方法
故障だと思われる前に
別売オプション
仕様
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チクリップを必ず掛けてください。また、糊タ
ンクロックを下げてください。
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『AQUA COATER』
『AQUA COATER』

『AQUA COATER』

『AQUA COATER』『AQUA
COATER』

『AQUA COATER』は、当社アクアマイルド及び
ルーアマイルドで均一な糊付けができるよう設計
しております。糊の種類、粘性、使用条件等によっ
て、糊付き状態にバラツキが発生します。レギュ
レーターに、アクアマイルド（又はルーアマイルド）
を入れ、規定線までの水の量で希釈するとアクア
マイルド（ルーアマイルド）溶液がつくれます。

クロス側板はクロス原反に密着して固定してください。
密着していないと壁紙が原反から緩む原因となります。

P16・P37

『AQUA COATER』はスリッター精度向上の為テンショ
ンのかかりやすい構造にしてあります。壁紙正反の場合
や重い原反の場合、モーターに負荷がかかりますので
NEWテンションバー2は、原反の巻が少なくなった場合
にご使用ください。
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『AQUA COATER』

『AQUA COATER』

『AQUA COATER』『AQUA
COATER』

『AQUA COATER』は、当社アクアマイルド及び
ルーアマイルドで均一な糊付けができるよう設計
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『AQUA COATER』はスリッター精度向上の為テンショ
ンのかかりやすい構造にしてあります。壁紙正反の場合
や重い原反の場合、モーターに負荷がかかりますので
NEWテンションバー2は、原反の巻が少なくなった場合
にご使用ください。

400-255
400-256
400-257
400-258
400-151
400-330
400-259
400-052
400-260
400-261
400-262

本体カバー
NEWテンションバー1
NEWテンションバー2
テープ芯棒A（蝶ナット付）
NEWテープ側板SP（蝶ネジ付）
テープ芯
テープガイドA　50㎜巾
テンションバーロックLS
クロス芯棒
クロス側板（蝶ネジ付）
テンションバー3

1
1
1
1
2
1
1
2
1
2
1

408-604
408-605
400-263
400-264
400-265
400-266
400-267
400-268
400-269
400-053

クロス受け摺動材（ネジ側）ブラック
クロス受け摺動材（ナット側）ブラック
クロス受けブラケット
ツマミ
M8フランジクレーター
キャスター（ストッパー有）
キャスター（ストッパー無）
脚キャップ
脚用ローラー
パチン錠

2
2
2
2
2
2
2
4
4
4

【AQUA COATER　全体外観図】
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400-270
400-271
400-272
400-056
400-057
400-273

糊上げローラー
糊上げギヤ
糊止めパッキン
糊上げブラケット左 LS
糊上げブラケット右 LS
糊タンクA本体

1
1
1
1
1
1

400-275
400-276
400-277
400-278
400-279
408-650
400-063
400-064
400-280
400-281
400-282
400-214
400-234
400-283
409-744
409-745
400-065
400-066
400-067
400-068
400-284
400-215
400-235
400-331
409-749
400-302

マルパイプステー1
ドライブローラー1
ウエイトローラー
オサエローラー
検尺ローラー
オサエローラーブッシュ
ヒンジ板左 LS
ヒンジ板右 LS
ドライブローラーブッシュ
軸受板3
ドライブギヤ
軸受カバー3　アクアブルー
軸受カバー3　スパークリングイエロー
検尺ブラケット
静電防止金具
静電防止金具用電線
ウエイトローラー2
ウエイトローラー止具
ウエイトローラーブラケット1
ウエイトローラーブラケット2
軸受板4
軸受カバー4　アクアブルー
軸受カバー4　スパークリングイエロー
センサーケーブル
マグネットフィン1
パチン錠（本体）

2
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
3
2
2
2
1
1
1
1
1
2

【糊タンク】

※黒丸に白文字の番号「●」は、スパークリングイエロー用部品です。※400-274糊タンクA一式（　～　を組立てしたものです。）8
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1
1
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1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
3
2
2
2
1
1
1
1
1
2

【糊タンク】

※黒丸に白文字の番号「●」は、スパークリングイエロー用部品です。※400-274糊タンクA一式（　～　を組立てしたものです。）

400-285
400-286
400-287
400-288
400-289
400-290
400-291
400-292
400-293
400-294
400-074
409-766
409-767
400-295
409-769
409-770
409-771
400-296
400-297
400-216
400-236
400-298
400-299
400-301
409-779
400-303
400-304
400-305

ノリオケステー
カッター定規
ツメステー F
ナラシローラー
糊ローラー
ドクターローラー
オクリダシローラー
マルパイプステー2
ベースステー
糊タンクロック
ツメ F　LS
ツメR
ツメ固定具
ツメステーR
糊厚調整ブラケット1
糊厚調整ブラケット2左
糊厚調整ブラケット2右
パチン錠フック
軸受板1
軸受カバー1　アクアブルー
軸受カバー1　スパークリングイエロー
糊付ギヤ1
テンションギヤ
ナラシギヤ
オクリダシギヤ
セクターギヤ　左
セクターギヤ　右
糊ローラーブッシュ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
9
7
7
1
2
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

409-783
400-306
409-785
409-786
404-840
400-307
400-308
400-309
400-217
400-237
400-310
400-311
400-312
409-793
400-313
400-314
400-315
400-316
409-798
400-317
400-213
400-233
409-799
400-318
409-800
409-801
400-319
400-320

Ｏリング
糊付ギヤ2
オクリダシローラーブラケット左
オクリダシローラーブラケット右
E型止輪（呼び径8）
ガイドレール左
ガイドレール右
軸受板2
軸受カバー2　アクアブルー
軸受カバー2　スパークリングイエロー
糊付ギヤ3
ドクターギヤ
PCB補強板
PCB止具
糊厚ツマミ
糊厚調整レバー（ツマミ付）
糊厚調整ギヤ
ノリオケSW用カム
センサー基盤取付キャップ
携帯端末
コントローラー　アクアブルー
コントローラー　スパークリングイエロー
AC変換プラグアダプター
電源ケーブル
割込SWキャップ
ストップSWキャップ
キーシート1
キーシート2

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
2
2
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1

※黒丸に白文字の番号「●」は、スパークリングイエロー用部品です。

9



400-155
400-156
400-321
400-322
400-218
400-238
400-323
409-817
400-160
400-161
409-820
409-821

カッターボックスセット左・SP
カッターボックスセット右・SP
スリッターレール1
軸受板5
軸受カバー5　アクアブルー
軸受カバー5　スパークリングイエロー
テンションバーバネ
スリッターテンションバー用ヒンジ管
耳切ガイド左・SP
耳切ガイド右・SP
研磨材
研磨軸

1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
2
2

405-909
400-164
409-831
400-324
400-219
400-239
400-167
400-325
400-326
400-327
400-328
400-329

カッター
スライド固定具・SP
刃幅調整ツマミ
軸受板6
軸受カバー6　アクアブルー
軸受カバー6　スパークリングイエロー
静電防止金具2・SP
スリッターテンションバー
スリッター電源コード
スリッターレール2
スリッターフック
カッターカバー

2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
2

※黒丸に白文字の番号「●」は、スパークリングイエロー用部品です。

10



 

 
ツマミ

ツマミを緩め、クロス受けブラケットを矢印
Cの方向に倒し、ツマミを固定してください。
（第2図参照）

クロス芯棒軸端部に過度な力が加わると破損の原因に
なりますので取り扱いに注意してください。
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2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
2

※黒丸に白文字の番号「●」は、スパークリングイエロー用部品です。
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キャスターのストッパーに過度な力を加えないでくださ
い。ロック機構の破損の原因となります。
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キャスターのストッパーに過度な力を加えないでくださ
い。ロック機構の破損の原因となります。

スリッターを機械本体の背面に取付ます。
スリッターフックをマルパイプステーの両
サイドにあるフック摺動材に引っかけス
リッター軸受け板を本体の背面に入れま
す。（第6図、第7図参照）
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ツマミ

テンションバー3テンションバー3

クロス芯棒
クロス側板
クロス原反

4

①脚部のツマミを緩め、クロス受けブラ

ケットを手前に引き出し、ツマミを確

実に締め込んでください。

　（第13図参照）

②クロス原反にクロス芯棒を通し、クロ

ス側板で両側からはさみ込みます。

③クロス芯棒の溝部をクロス受けブラ

ケットにはめ込みます。クロス受けブ

ラケットとの間隔が左右同じとなるよ

うにクロス原反を中央にセットし、ク

ロス側板で両側から固定し、ネジで確

実に固定してください。なお、クロス

側板と原反はすき間がないように固

定してください。

クロス原反にクロス芯棒を通す際、またクロス受
けブラケットにセットする際等、手をはさんだり、
原反を落下させ、けがをされないよう十分に注意
してください。

注意
クロス受けブラケットのツマミは確実に締めつけてください。
締まっていないと壁紙が蛇行する場合があります。

注意
クロス原反を中央にセットし、スリッター裁断目盛を左右同じに
してもクロスの耳くずの幅が左右同じにならない場合は、クロ
ス原反を耳くずの幅の狭い方へ少し移動してください。

警告

クロス側板はクロス原反に密着して固定してくだ
さい。密着していないと壁紙が原反から緩む原因
となります。

注意
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定してください。

クロス原反にクロス芯棒を通す際、またクロス受
けブラケットにセットする際等、手をはさんだり、
原反を落下させ、けがをされないよう十分に注意
してください。

注意
クロス受けブラケットのツマミは確実に締めつけてください。
締まっていないと壁紙が蛇行する場合があります。

注意
クロス原反を中央にセットし、スリッター裁断目盛を左右同じに
してもクロスの耳くずの幅が左右同じにならない場合は、クロ
ス原反を耳くずの幅の狭い方へ少し移動してください。
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となります。

注意

②これを脚部上側部の穴に差し込み、蝶ナット
で確実に締め込みます。（第14図参照）

③第14図に示すようにテープガイドを糊タン
ク前面の所定の位置に上から差し込んでく
ださい。
④機械本体のパンチ錠2ヶ所をはずし、上部フ
レームを開きます。ツメステー Fとナラシ
ローラーを持ち上げ（同時に持ち上がりま
す）、カットテープを下にしてナラシロー
ラー、ツメステー Fを元に戻します。
⑤テープを第14図のAの方向に引き出し、
上部フレームを閉じ、機械本体のパンチ錠
2ヶ所を止めます。

ナラシローラーのカットテープ通過部分に糊が付着して
いる場合、必ず糊を拭き取ってからナラシローラーにカッ
トテープをAの矢印方向でセットしてください。糊が付着
しているとカットテープがナラシローラーに巻き込んだ
り、カットテープがクロスに曲がって付く場合があります。

テープの種類によっては、巻が太く、取付ける際、本体に
干渉したり、あるいは脚部を折りたたんだ際、床に接触す
る場合がありますので、ご注意ください。

カットテープはテープガイドの真下の位置にセットしてく
ださい。

カットテープのテンションはテープ側板のあて方で調整し
てください。

ツメステー F
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糊タンクロックを上に上げます。

（第15図参照）

第15図

第16図

（第16図参照）

ツメステーFの両側に『糊タンクロック』が装備されて
います。『糊タンクロック』は運搬や移動の際、振動等に
より『糊タンク』が前面に出ないよう事前にロックする
機構です。
・糊タンクを引出す場合→上に上げた後、糊タンクを
　引き出してください。
・運搬や移動をする場合→下に下げた後、運搬や移動
　してください。

（第15図参照）

（参照P30）

その場合は糊付け状態を確認しながら、本書P37を
参考に調整してください。
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糊タンクロックを上に上げます。

（第15図参照）

第15図

第16図

（第16図参照）

ツメステーFの両側に『糊タンクロック』が装備されて
います。『糊タンクロック』は運搬や移動の際、振動等に
より『糊タンク』が前面に出ないよう事前にロックする
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・糊タンクを引出す場合→上に上げた後、糊タンクを
　引き出してください。
・運搬や移動をする場合→下に下げた後、運搬や移動
　してください。

（第15図参照）

（参照P30）

その場合は糊付け状態を確認しながら、本書P37を
参考に調整してください。

（第17図参照）

第17図 17



（第18図参照）

テンションバー3を脚部にセットします。

クロスを引き上げ、テンションバー 3、NEW
テンションバー 2、1、カッターボックス、本
体部の順に通した後、運転を停止させます。
（P19 第19図参照）

（P19 第20図参照）

（P19 第19図、第20図参照）
第18図

テンションバー3

NEWテンションバー2は原反の状態により、
矢印Dの方向にセットします。
（P19 第20図参照）

アクアコーターはスリッター精度向上の為テンション
のかかりやすい構造にしてあります。壁紙正反の場合
や重い原反の場合、モーターに負荷がかかりますので
NEWテンションバー2は、原反の巻が少なくなった場
合にご使用ください。

5
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第18図

テンションバー3

NEWテンションバー2は原反の状態により、
矢印Dの方向にセットします。
（P19 第20図参照）

アクアコーターはスリッター精度向上の為テンション
のかかりやすい構造にしてあります。壁紙正反の場合
や重い原反の場合、モーターに負荷がかかりますので
NEWテンションバー2は、原反の巻が少なくなった場
合にご使用ください。

5

第19図 第20図

壁紙裏面検尺機構

検尺車輪

スリッター背面中央上部に壁紙検尺車輪が付いています。壁紙
の裏面の検尺を行うので壁紙の種類による寸法誤差が少なく
正確な採寸を可能にしています。ピンチロールより原反側の位
置で検知し機械を停止します。検尺機構の停止を検知し壁紙が
無くなる前に機械を自動停止し最後の1枚まで有効に活用出来
ます。糊付した壁紙が手前に落ちる心配がありません。

スリッターを取り外した場合、本体の検尺
ローラーにて壁紙の検尺を行います。スリッ
ターを外した状態での糊付作業も可能と
なっています。
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経路2

経路1

NEWテンションバー2

（図21参照）

22

23

本機は糊付スピード、寸動スピードおよび割込運転ス
ピードをそれぞれコントローラーアプリで任意に設定す
ることができます。糊付スピードはスタートを押しての
運転中、あるいは運転していない時に、寸動スピードは
寸動を押し続けての運転中、あるいは運転していない
時に割込運転スピードは割込スイッチで運転中、あるい
は運転していない時にそれぞれアプリ画面からお好み
のスピードに設定することができます。（参照P24）
コントローラ単体では糊付スピードは14段階のスピー
ド表示で"10"、寸動スピードは"5"、割込運転スピードは
"10"の固定のスピードとなります。

第21図 第22図 第23図

P22からP34をご覧ください。
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液晶画面に異常があった場合や動作に異常があった場合は一度電源を切り、しばら
くしてから電源を入れてください。
異常が修復できない場合はメーカーにご連絡ください。
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操作パネル

[コントローラー本体]

[携帯端末]
電源ボタン

SETキー

携帯端末の電源の入、
切時に使用します。

バックボタン
携帯端末の操作において
直前の画面に戻ります。

上下キー

左右キー
ホームボタン
ホーム画面に戻ります。

外部キーによる糊付設定を行う時に使用します。

糊付設定、枚数設定時に
数値を変更する時に使用
します。

上下キー
コントローラーの
本体のみでの糊
付設定時に数値
を変更する時に
使用します。 スタート

糊付け設定後、運転する時に
使用します。

寸動
寸動で動かしたい時に使用し
ます。

リセット
①糊付け量の値を0にする時
に使用します。
②コントローラー本体のみで
の設定値を決定する時に使
用します。

左右キー
コントローラーの本体のみで
の糊付設定時に桁を変更する
時に使用します。また糊付設
定を行う時は左矢印キーを初
めに押します。

糊付設定、枚数設定
時に桁を変更する時
に使用します。

メニューボタン
携帯端末の操作にお
いてメニュー画面を
表示します。
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操作画面

画面切り替え

残量
　枚数

糊付設定
スピード調整

リセット

スタート

補正値
補正値の設定時
タップします。

表示されている項目をタップすると
画面が切り替わります。

①糊付量の値を0にするときにタッ
プします。
②プログラムモードで、長押しすると
選択したプログラムの削除が行え
ます。

糊付設定及び枚数設定後、運転すると　
きに使用します。

上下の矢印をタップ
して任意でスピード
を調整できます。
割込スピードを変更
したい場合は割込み
動作中に行ってくだ
さい。

寸動スピード調整
上下の矢印をタップ
して任意で寸動スピ
ードを調整できます。

リンクマーク
コントローラー接続時 
コントローラー未接続時
と表示されます。 

枚数設定時にタップ
します。

壁紙の残量設定時
タップします。

バッテリー残量表示
現在の携帯端末の
バッテリーの残量を
示します。

糊付け長さの設定
を行うときにタップ
します。

[携帯端末]

糊のついた手で画面をタップすると誤動作する恐れがあります。手をきれいにしてい
ただくか外部キーによる操作を行ってください。

携帯端末がコントローラーに接続されている状態でコントローラーの電源をONにすると自動でア
プリが起動します。またコントローラーの電源をOFFにすると自動でアプリが終了します。
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操作方法・１

コントローラーアプリは、次の２つのモードに従って操作する事ができます。

通常モード

通常モード

プログラムモード
… 各種設定をその都度入力していく通常の糊付け作業方法

… 予め設定しておいたプログラムデータに基づいて順に糊付けしていく作業方法

《アプリ表示画面》

糊付設定をタップします。背景がピンク色になり画面にテンキー
が表示されます。

糊付したい数字を入力しOKをタップしてください。押し間違え
たときはACを押してください。
（図は235cmが入力してあります。）

枚数をタップしてください。背景がピンク色になりテンキー表示
されます。

糊付けしたい枚数を入力しOKをタップしてください。
（図は5枚を入力してあります。）

端末画面のスタートをタップするかもしくはコントローラー本体
のスタートを押すと糊付けを開始します。糊付けが進むにつれ、
糊付量がカウントされ235cmになった時点で、糊付けが停止し
ます。

停止すると、枚数表示が4枚となります。

この後⑤と⑥の作業を繰り返します。枚数が1枚ずつ減ってい
き、枚数が0枚になった時点でスタートを押しても機械は動かな
くなります。

●枚数に関係なく糊付けする場合は枚数をタップしてカウントの表示状態でOKをタップします。この
後スタートで糊付けし、設定値に達するとカウントが加算されます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

本機は糊付スピード、寸動スピードおよび割込運転スピードをそれぞれ任意に設定することができます。
糊付スピードはスタートを押しての運転中、あるいは運転していない時に設定します。
寸動スピードは寸動を押し続けての運転中、あるいは運転していない時に設定します。
割込運転スピードは割込スイッチで運転中に設定します。
各設定は画面下のスピードで設定してください。
画面下部に現在のスピードの目安が表示されます。
運転のスピードはLow、2、3～12、13、Highの14段階で表示されます。

糊付け設定を変更するときはリセットを押して糊付量表示を0cmにしてから行ってください。
糊付量表示値よりも大きい値を設定しリセットを押さずにスタートしますと、前回の糊付量表示値
からのスタートになりますので、設定値よりも表示値分が短くなります。
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されます。

糊付けしたい枚数を入力しOKをタップしてください。
（図は5枚を入力してあります。）

端末画面のスタートをタップするかもしくはコントローラー本体
のスタートを押すと糊付けを開始します。糊付けが進むにつれ、
糊付量がカウントされ235cmになった時点で、糊付けが停止し
ます。

停止すると、枚数表示が4枚となります。

この後⑤と⑥の作業を繰り返します。枚数が1枚ずつ減ってい
き、枚数が0枚になった時点でスタートを押しても機械は動かな
くなります。

●枚数に関係なく糊付けする場合は枚数をタップしてカウントの表示状態でOKをタップします。この
後スタートで糊付けし、設定値に達するとカウントが加算されます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

本機は糊付スピード、寸動スピードおよび割込運転スピードをそれぞれ任意に設定することができます。
糊付スピードはスタートを押しての運転中、あるいは運転していない時に設定します。
寸動スピードは寸動を押し続けての運転中、あるいは運転していない時に設定します。
割込運転スピードは割込スイッチで運転中に設定します。
各設定は画面下のスピードで設定してください。
画面下部に現在のスピードの目安が表示されます。
運転のスピードはLow、2、3～12、13、Highの14段階で表示されます。

糊付け設定を変更するときはリセットを押して糊付量表示を0cmにしてから行ってください。
糊付量表示値よりも大きい値を設定しリセットを押さずにスタートしますと、前回の糊付量表示値
からのスタートになりますので、設定値よりも表示値分が短くなります。

［プログラムの設定値入力］

［登録したプログラムの実行］

［プログラムの設定確認・修正］

画面左側の矢印をタップするとプログラムの一覧を見ることができます。任意のプログラムをタップ
して呼び出せます。設定値の確認や修正をしてください。

プログラムモード

端末画面上中央のプログラムをタップしてください。プログラムの画面に変わります。

プログラムNoが1/1の表示で糊付設定をタップし、
設定値を入力し、OKをタップします。

枚数をタップし、設定枚数を入力し、OKをタップし
ます。

プログラム2（2/2）にするには、プログラムNoの右
矢印をタップします。

上記1・2と同様の操作をし、プログラム2を入力し
ます。

上記1～3に習ってプログラム3・4・・・と設定します。

プログラムNoの左矢印をタップしNo１からスター
ト・リセットで登録した順番に糊付けをしていきます。
すべてのプログラムが実行されるとスタートを押し
ても糊付けは行いません。

プログラムNoの左右の矢印をタップして任意のプ
ログラム番号を確認できます。

1・

2・

3・

4・

5・

［プログラムを削除するには］
削除したいプログラムNoを選択し、画面のリセットボタンを長押しします。
OKをタップするとプログラムNoが削除され、次に設定していたプログラムがそのNoに入ります。
削除を中止する場合はOKではなくキャンセルをタップしてください。

［登録済みのプログラムを全てクリアするには］
初期設定画面でプログラム全消去をタップします。（参照P30）
OKをタップするとプログラムはすべて削除されます。プログラムの全削除を中止する場合はOKで
はなくキャンセルをタップしてください。

プログラムモードでも外部キーによる糊付設定、枚数設定は可能ですがプログラムNoは変更できま
せんので注意してください。
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外部キーによる糊付設定

携帯端末下部にある外部キーによる数値入力が可能です。（参照22P）

糊付設定画面で外部キーのSETを押します。
図のように入力待ちの状態になります。

左右キーで桁を選択し上下キーで数値を選択しま
す。白抜きになっている桁で上下キーによる数値の
入力が可能です。
糊付設定後SETキーを押すと枚数設定に移動します。

枚数を上下左右キーで決定しSETを押します。

通常の画面に戻りますのでリセット、スタートで糊
付けをすることができます。

1・

2・

3・

4・
5・

外部キーによる入力待ちの状態では糊付設定、枚数をタップしても入力できません。SETキーを押して入力待ちの状態を解除しください。

コントローラー本体のみでは糊付けスピード、寸動スピード、割込み運転スピードはすべて固定とな
っています。糊付スピードは14段階のスピード表示で"10"、寸動スピードは"5"、割込運転スピードは
"10"の固定のスピードとなります。

コントローラー本体のみの糊付

携帯端末を接続していない状態でもコントローラー本体のみによる糊付けが可能です。

コントローラーの左矢印を押すと数値が点滅します。数値
が点滅状態で変更が可能になります。
上下矢印ボタンで数値を決定します。
次の桁の数字を変更するときは左矢印を押し次の桁に移
動します。桁の移動は左右の矢印で移動が可能です。
2・3の操作で設定値を入力します。
数値を設定しリセットボタンを押すか、または左端の数字
が点滅している状態で左矢印を押します。数値が点滅しな
い状態になり糊付設定が完了しました。
糊付設定後スタートボタンを押すと糊付開始します。糊付
が進むにつれてセグメントの数字がカウントダウンしてい
きます。数値が0になると糊付が自動停止します。数値が0
の時はスタートボタンを押しても機械は動きません。
リセットボタンを押すと糊付設定した数字に戻ります。
数値0の状態で寸動を押すと左端にマイナスの表記が出てカウントアップしていきます。
セグメントに数値が入力されている状態での寸動を押すと糊付時と同様にカウントダウンして
いきます。

1・

2・
3・

4・
5・

6・

7・
8・
9・

コントローラー本体のみでは枚数設定ができません。また履歴機能がないので糊付設定値や枚数を
控えてください。
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詳細画面

詳細表示欄
150×3は150cmを3枚糊
付けしたことを表します。

日付が変わった場合空欄にな
ります。

プログラムの詳細
入力したプログラムの一覧を確
認することができます。黒抜きは
現在選択されているプログラム
です。タップによるプログラムの
選択ができ、プログラムの削除も
行えます。

[通常糊付詳細画面]

[プログラム詳細画面]

糊付け時刻表示
詳細表示欄の横に糊付けした
時刻が表示されます。

プログラムNo
現在のプログラムが何番目か表
示します。図では9ケのプログラ
ムを入力して6番目のプログラム
を表示しています。
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時計をタップすると時刻を表示する時計画面になります。時計画面はカレンダーも表
示し年・月・日付も表示します。糊付作業をしていない場合、自動的にこの画面に切り
替わります。

時計画面

カレンダー表示
当日は黄色で表示され
ます。先月や来月を確認
したい場合は、左右の矢
印をタップすることで見
ることができます。

トータル表示
糊付け済みの長さの累
計合計を表示します。
A,Bでそれぞれ任意の
値でクリアすることがで
きます。

時刻表示
午前・午後の表示と現在
の時刻を表示します。

履歴画面
日付毎に何ｍ糊付し
たのかが表になって
表示されます。

電卓画面
計算機の画面になり
ます。

作業内容
時計表示前に糊付け
していた内容を表示
します。

初期設定画面
時計時間表示画面時間、糊タンク
重量センサー、プログラムの全消
去、データ保存が設定できます。
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時計をタップすると時刻を表示する時計画面になります。時計画面はカレンダーも表
示し年・月・日付も表示します。糊付作業をしていない場合、自動的にこの画面に切り
替わります。

時計画面

カレンダー表示
当日は黄色で表示され
ます。先月や来月を確認
したい場合は、左右の矢
印をタップすることで見
ることができます。

トータル表示
糊付け済みの長さの累
計合計を表示します。
A,Bでそれぞれ任意の
値でクリアすることがで
きます。

時刻表示
午前・午後の表示と現在
の時刻を表示します。

履歴画面
日付毎に何ｍ糊付し
たのかが表になって
表示されます。

電卓画面
計算機の画面になり
ます。

作業内容
時計表示前に糊付け
していた内容を表示
します。

初期設定画面
時計時間表示画面時間、糊タンク
重量センサー、プログラムの全消
去、データ保存が設定できます。

履歴画面

期間の集計の方法

下記画面での例（11/21、11/26、11/27を集計する）

日付毎に当日の糊付トータルを表示します。また日付を選択して各当日トータルを
集計することも可能です。
このデータは過去3ヶ月分保存しており、古くなったデータから順に消去します。

1・集計したい日付をタップします。
2・集計したい日付を順にタップします。
3・集計が画面上部に表示されます。

1・画面の11／21をタップします。
2・1と同様に11／26、11／27をタップします。
　色の変わった部分の集計が画面上部の集計に表示されます。

2014/11/20

2014/11/21

2014/11/25

2014/11/26

2014/11/27

集計

2177 cm

5215 cm

3342 cm

2510 cm

1936 cm

0 cm

2014/11/20

2014/11/21

2014/11/25

2014/11/26

2014/11/27

集計

2177 cm

5215 cm

3342 cm

2510 cm

1936 cm

2014/12/03

2014/12/04

2014/12/05

1302 cm

3383 cm

16696 cm

9661 cm

集計 3383 cm
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初期設定画面

時計画面表示時間

糊タンク重量センサー

糊付画面から時計画面へ自動的に変わるまでの時間設定と時計設定を行います。
また、糊タンク重量センサーの設定やデータの保存などが行えます。

糊付画面で設定した時間
だけ停止していると時計
画面に自動的に切替わり
ます。

タップすると時計画
面に戻ります。

データ保存
携帯端末に履歴データを
保存します。

画面をタップしチェックを
付けていると重量センサ
ーが設定できます。

プログラム全消去
画面をタップするとプログ
ラムを全て削除するとがで
きます。

[糊タンク重量センサー設定]
糊タンク内の残量を重量センサーが感知し
少なくなると警報音が鳴り、糊付画面もし
くはプログラム画面に E(Empty) が表示さ
れます。
設定方法
1・

2・

初期設定画面の糊タンク重量センサーを
タップします。
糊タンク重量センサーの横にチェック
マークがついたことを確認します。

重量センサーは粘度の違いや、糊付スピー
ドの違いによって多少反応する重量が異な
ります。糊を供給する目安としてご使用く
ださい。

重量センサーは糊タンク内の糊量が少なくなると警報音が鳴ります。糊を投入するか初期設
定画面で設定解除しないと、糊付作業の度にEマークの表示と警報音が鳴ります。
製品出荷時は重量センサーは解除しています。機能をご使用の際は、重量センサーを設定してください。

設定解除
初期設定画面の糊タンク重量センサーを
タップします。横についていたチェック
マークが消えたことを確認します。

重量センサー設定時

重量センサー解除時
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壁紙の終了を検知しました。
ご確認ください。

OK

【時計画面表示時間】
糊付、プログラム画面で設定した時間だけ停止している
と時計画面に自動的に切替わります。初期設定画面の
時計画面表示時間をタップすると左の画面が表示され
ます。設定する時間を決めてタップしてください。初め
の状態では表示時間はなしが選択されています。

【端末検知機能】
糊付作業中に壁紙がなくなると端末（壁紙終了）を検知
して自動停止し、糊付量のカウントがストップします。

壁紙の端末を検知した後に寸動ボタンのみによる運転
が可能です。左記の画面表示後OKをタップした後に寸
動ボタンのみによる運転が可能です。寸動ボタンのみ
の運転を解除する場合はリセットボタンを押し新しい
壁紙をセットし、スタートを押せば、糊付作業を再開で
きます。

実際の糊付量とカウント数では、誤差が生じます。

スリッターテンションバーが閉じていない状態で運転
すると壁紙がセットされていても検尺車輪が回らず端
末検知が発生します。必ずスリッターテンションバー
を閉じて糊付作業を行ってください。

枚数、糊付設定のテンキー表示中、また補正値、残量
の設定中に時計画面表示時間まで停止しても時計画面
には切替わらないのでご注意ください。

【コントローラー単体での表示】

【端末検知後の寸動ボタンによる運転】
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残量機能の解除

補正機能の解除

【補正機能】

【残量設定】

クロスの種類によって、多少設定長さに対して長く出たり、短く
出たりすることがあります。
このような場合に、クロスの糊付け長さを割合で補正する機能
です。

ポンプを使用しない場合の糊タンク内の残量や壁紙の残量等
予め設定値を入力し、設定値まで糊付を行ったら警報がなりそ
れぞれの残量の目安になります。

【電卓機能】
通常の計算機と同じ使用方法です。数字の入力は画面の数字
をタップして入力します。
画面上の項目をタップするとそれぞれの画面に戻ります。

糊付画面もしくはプログラム画面の残量をタップします。残
量設定用のテンキーが表示されます。
画面をタップし数値を入力します。（図は50と入力した状態
です）
OKをタップすると残量値が入力され画面に表示されます。
糊付作業を進めるに従い、糊付画面の残量が減っていきます。
設定値まで糊付を行ったら警報音が鳴ります。

1・

2・

3・
4・
5・

糊付画面、もしくはプログラム画面の補正値をタップします。
この時補正値の設定画面が表示されます。
画面上の数字を上下にスライドし補正値を設定します。補
正値は-2.0%～＋2.0%の範囲で設定できます。
OKをタップすると補正値が入力され画面に表示されます。

1・

2・

3・

残量設定用テンキーで×もしくはACをタップし数値が入力され
ていない状態でOKをタップすると残量値は解除されます。

補正の設定値を0.0%にしてOKをタップすれば補正値は解除
されます。
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電源電圧が不足もしくは過剰です。ご確
認ください。

OK

モーターが過負荷状態です。ギアに噛み
込みが無いかご確認ください。

OK

センサーからの入力がありません。
ご確認ください。

OK

過電圧 電圧低下

モーター過負荷

【エラー表示画面】

入力電圧異常
電圧が70Ｖ以下もしくは130Ｖ以上の場
合、適正な電圧では無い為、左記エラーを
表示し、コントローラーを停止します。適正
な電圧で再度作業してください。

過負荷異常
ギヤ・ローラー等に噛み込みや巻き込み等
があり、コントローラーのモーターに過負
荷がかかった場合、左記エラーを表示し、コ
ントローラーを停止します。原因を取り除
き再度作業してください。

糊付け運転中、上部フレームのパチン錠が
閉められていない場合、コントローラーが
本体に正しくセットされていない場合、ある
いは、センサー部分に異常があった場合に
左記エラーが表示します。
（本体側センサーケーブルに水や糊が付着
していないか等も確認してください）

センサー読込み異常

【コントローラー単体での表示】

【コントローラー単体での表示】
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7

第24図

25

36

（P36第26図参照）

糊付機械を停止させた後、上部フレームを

開き、コントローラー、スリッター、オク

リダシローラー、ツメステーR、ツメステー

Ｆ及びナラシローラーを機械本体より取り

外してください。（第24図参照）

取り外したツメステーR、ツメステーF及

びナラシローラーは、スポンジ等を使用し

て水洗いしてください。

ツメステー R

［アクアコーターデータ保存方法］

保存したデータはパソコンに取込み納品書・請求書の作成にお役立てください。

保存が完了してもデータの破損やパソコンでの読み取り不良等予期せぬ故障も考えられますので、保存内容を
確認するまでアプリ内のデータを消去しないでください。

アクアコーターのコントローラーは履歴データを携帯端末に保存することが可能です。

データ保存、確認手順
右記画面の流れに沿って作業を行います。
(※初期設定画面より保存します )

初期設定画面のデータ保存をタップします。
データの保存が完了すると右図のメッセージが
表示されるのでOKをタップします。

携帯端末内に保存できる容量が残っていない状
態の時にエラーメッセージが表示されます。

データの確認
1 . 携帯端末をパソコンに繋ぎます。
2 . 画面の「ファイルを表示する」をダブルク
　  リックします。

3 . 「内部ストレージ」をダブルクリックします。

4 . 「Download」をダブルクリックします。

5 . データを保存した日付のファイルがフォル
　  ダ内に保存されています。
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7

第24図

25

36

（P36第26図参照）

糊付機械を停止させた後、上部フレームを

開き、コントローラー、スリッター、オク

リダシローラー、ツメステーR、ツメステー

Ｆ及びナラシローラーを機械本体より取り

外してください。（第24図参照）

取り外したツメステーR、ツメステーF及

びナラシローラーは、スポンジ等を使用し

て水洗いしてください。

ツメステー R
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8
本機には、糊厚調整工具、ピンチ圧調整工具（ソケット、L型レンチ｛2.5㎜,3.0㎜｝）が
付属されています。本機の調整点検には、ドライバー（＋）等が必要ですので、事前に
市販の工具（ドライバー等）を準備してください。

28

第28図

28

L型
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9

（第30図参照）

第29図

ソケット

Ｌ型レンチ（2.5㎜）

第30図

クロスが蛇行する場合やクロス原反が上が
らないときは、付属のソケットで本体軸受板
（3、4）の六角ナットを緩めてからピンチ圧調
整用バネ止メネジ（六角穴付）をL型レンチ
（3㎜）で回してピンチ圧を調整してくださ
い。（第29図参照）

ソケット

Ｌ型

Ｌ型
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（第31図参照）

（第35図参照）

（第32図参照）
5
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第35図

第31図

第32図

第33図

第34図
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ツマミを締め
る

クロス受けブラケット
のツマミは確実に締
まっているか

（P38参照）

本書15P参考の上
正しくセットする

（P33参照）

（P33参照）

33

検尺車輪に壁紙が
掛かっていない状
態になっていないか
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ツマミを締め
る

クロス受けブラケット
のツマミは確実に締
まっているか

（P38参照）

本書15P参考の上
正しくセットする
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400－251　テープガイドA38㎜巾
400－252　テープガイドA45㎜巾

400－253
カットテープ取付キットA

405－806　クロス受け板 409－840
φ100㎜キャスターF（ストッパー有）100φ
409－841
φ100㎜キャスターF（ストッパー無）100φ
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400－251　テープガイドA38㎜巾
400－252　テープガイドA45㎜巾

400－253
カットテープ取付キットA

405－806　クロス受け板 409－840
φ100㎜キャスターF（ストッパー有）100φ
409－841
φ100㎜キャスターF（ストッパー無）100φ

32.2㎏（本体部 22.4㎏　脚部 9.8㎏）
全幅
奥行
全高
1,050㎜
約14 ﾘｯﾄﾙ

1,220㎜
450㎜
845㎜

（コントローラー装着時　1,323㎜）
（本体部　265㎜）
（脚折りたたみ時　430㎜）

4.2㎏
全幅
奥行
全高
780～1,040㎜

20W

1,207㎜
137㎜
162㎜

3.4㎏

18

43



（15.02）


